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令和元年度第２６回創立記念式 式辞 
 

蔵王連峰の木々も、緑輝く今日のよき日に、本校同窓会長の荒井 進様、

PTA会長の岩川耕治様をはじめ、御来賓の皆様の御臨席を賜り、令和元年度

山形県立上山明新館高等学校・創立記念式を挙行できますことは本校にとり

まして大きな喜びであります。心から感謝を申し上げます。 

さて、創立記念式は、これまでの学校の歴史を顧みながら、今、本校に学

ぶ生徒の皆さんが、自分自身について考えてみる場です。なぜなら、皆さん

の一日が、今まさに、上山明新館高等学校の歴史を作っているからです。少

しだけ立ち止まり、明日からの時間に思いを馳せ、これからの自分を見つめ

る機会にしてほしいと思います。 

本校は、蔵王連峰を一望にできる、この素晴らしい環境のもと、平成５年

４月に、旧上山農業高校と上山高校が統合して、両校の８０年以上の歴史と

伝統を継承しつつ、新しい時代にふさわしい人材の育成を目指して誕生しま

した。今年で創立２６周年を迎え、卒業生はすでに８千６百名を超えており

ます。 

創立以来、在校生・卒業生ともに各方面で活躍し、創立１０周年を機に制

定された、校訓、「日日新（ひび あらたに）又日新（また ひに あらた

なれ」のもと、生徒と教職員が一丸となり、学習活動や部活動、そして社会

貢献活動に取り組み、年々実績をあげて、歴史を刻んでまいりました。 



ここで本校の創設について少し述べたいと思います。本校の創設は、県や

上山市のみならず、同窓生の皆様など、多くの皆様の夢や希望、そして、熱

い想いが、結実したものでありました。 

当時の具体的なエピソードを紹介しますと、まず、本校の校名ですが、現

代の新しいタイプの公立高校にふさわしい校名として、カタカナ文字の校名

なども含めて、多くの候補が挙げられました。時間をかけて検討を重ね、最

終的には「上山明新館高等学校」や「上山総合高等学校」など４つの候補に

絞られ、その中から現在の校名が選ばれました。 

約２００年前、上山藩の人材育成に寄与した・藩校「明新館」に由来するも

のとして命名されたものであります。 

また、本校は、県内最大規模の敷地面積を誇っておりますが、それは、先祖

から受け継がれた貴重な水田を、学校建設用地として提供くださった、４３名

の地権者の皆様のご協力によるものであります。さらに、いま皆さんが着用し

ている制服は、７０点にも及ぶデザインの中から選ばれたものでありますし、

胸に着けている校章もまた、２９０点もの作品の中から選ばれたものであり

ました。そして、本校の校歌は、酒田市出身の日本を代表する詩人、吉野 弘

先生の作詞と、当時、作曲界の大御所として著名だった高田三郎先生の作品で

あります。 

このように校名や校舎建設、そして、皆さんの身近にある制服や校章、校

歌などには、その一つひとつに創設時に関わった多くの人達の熱い想いがあ



るのです。創立から２６年が経った今、皆さんは、その延長線上に立ち高校

生活を送っています。これを誇りに想い、この機会に本校の成り立ちをしっ

かり胸に刻んでほしいと思います。 

さて、この２６年間の卒業生の中には、これまでオリンピック選手やプロ

野球選手、プロサッカー選手など、国内外で活躍するスポーツ選手を数多く

輩出してきました。また、この４月に行われた統一地方選挙において、３１

歳の若さで当選し、政治家になった先輩がおりますし、地域の行政や医療、

産業界の担い手として活躍している先輩、芸能界では、歌手として活躍する

工藤あやのさんや吉本のお笑い芸人・ゲルマニウムのコンビのお二人もおり

ます。 

このように、この学び舎を出てからも、卒業生は多種多彩の能力を発揮し

て活躍しています。しかし、そこにたどり着くには、簡単なものではなく、

在学中も、卒業後も、自分の夢や目標に向けて努力を重ね、様々な困難を乗

り越えて、成しえたものであります。 

この式の後に、PTA講演会がありますが、フェンシングの元オリンピック

選手である池田めぐみさんから、「夢をあきらめない～覚悟が切り開く道

～」と題してご講演をいただきます。 

オリンピック選手になるまでの道のりや夢に向けてチャレンジした取組

み、また、挫折と困難を、何度も乗り越えてきた体験などをお聞きし、皆さ

んのこれからの人生の参考にしてほしいと思います。そして、生徒の皆さん



方には、夢と目標の実現のために、ぜひ、高校３年間の、今しかできないこ

とに、果敢に挑戦し、それぞれの個性や能力を磨き、たくさんの達成感と充

実感を手に入れてほしいと願っております。 

結びになりますが、本校に思いを寄せてご支援くださるすべての方々に感

謝を申し上げますとともに、日々新しい上山明新館高等学校を創り上げてい

くことを心に刻み、そして、生徒の皆さんの更なる活躍と成長を願いなが

ら、式辞といたします。 

 

令和元年六月十二日 

山形県立上山明新館高等学校長 阿 部  孝 


